
取扱説明書



パーツリスト



開梱および組み立て手順

STEP 1. 部品箱と補強材を取り外す。部品箱を開ける。

STEP 2. トレイを取り出す。
ピボットアセンブリは、まだ取り出さないでください。

組み立てのポイント：

Sherpa 2.0の組み立ては、ピボットアセンブリを箱内に保管しておくことで容易になります。



STEP 3. トレーを組み立て位置に配置する。

重要：組み立て中は
外側トレーエンドキャップを固定するため、
テープを剥がさないでください。

STEP 4. トレーを組み立てます。

必要な部品：

外側トレー
組立

内側トレー
組立



リアトレーのボルト穴を合わせる必要がある場合があります。
その際は、リアトレーを押し下げながら、右図のように
ヒッチシャンクを上方へ引き上げてM10x95ボルト穴を合わせます。

8mm六角レンチを使用し、15ft-lbs (20 Nm)で締め付けます。

各回転ごとにボルトを交互に締め付けます。過度の締め付けはラックを損傷します。

STEP 5. リアトレーボルトを取り付けます。

                                           必要な部品：



STEP 6. ピボットハンドルを取り付けます。

                                            必要な部品：

注：初回使用後、メイントレーボルトの緩みが無いか確認し、

必要に応じて再締め付けを行ってください。最大15ft-lbs（20Nm）



車両マフラーからの排気ガスに近づかないようご注意ください。

排気ガスに直接さらされると、自転車やラックに熱による損傷が生じる恐れがあります。

取り付け手順

STEP 1. ヒッチレシーバーに取り付ける。

STEP 2. ロックヒッチピンを取り付ける。ノブを回して
ヒッチカムを締め付ける。



自転車の積載手順

STEP 1. ピボットハンドルを操作しトレイを解放しながら、トレイアセンブリを下方に展開させてください。

STEP 2. 前輪用クレイドルを開きます。

注記：使用しない際は前輪用クレイドルを
折りたたんだ状態に保ってください。

STEP 3. 前輪用フックを展開します。

注記：フックアームの損傷を防ぐため、
使用しない時はフロントタイヤフックを
折りたたんだ状態に保ってください。



ステップ4. フロントタイヤフックをタイヤに当て、

フォークにできるだけ近づけて位置決めします。

注記：自転車をラックに確実に固定するには、

タイヤフックの適切な位置決めが重要です。

タイヤフックはフォークにできるだけ近づけてください

。



ステップ5. 自転車の後輪が後部クレードルに正しく固定されていることを確認してください。

ストラップをラチェット爪に通し、ストラップを下に引いて締めます。

20～24インチのフロントタイヤを装着した自転車を積載する場合は、

付属のアダプターを使用する必要があります。

追加のアダプターが必要な場合は、別売りのアダプターをお買い求め下さい。



荒れた地形を走行する場合、または35ポンド（約15.9kg）以上の自転車を使用する場合は、

付属の「フロントタイヤセーフティーストラップ」の使用が必須となります。

タイヤフックをフォークから1インチ（25mm）以上離して設置する場合は、

必ず付属の「フロントタイヤセーフティーストラップ」を使用してください。

移動前には、各自転車がラックに確実に固定されていることを常に確認してください。

1インチ（25mm）未満推奨



注：タイヤフックを折り畳む事で、ピボットハンドル横のタイヤフックアームを、

グリップとして使用でき、ピボットの解除が容易になります。

追加注意事
項
自転車のロック方法。

ロックケーブルをフレームに巻き付け、

ラッチ先端を外側トレイの鍵穴に挿入。



ヒントとコ
ツ

チルト機能を使い、ラックを後方へ傾けることで、

トランクやリアハッチへアクセスしやすくなります

• 定期的に全てのナットとボルトの締まり具合を確認してください。

　怠ると早期摩耗やラックの故障を招く可能性があります。

• ロック機構には定期的に注油してください。

　ヒッチピンロックのカバーは常に装着したままにしてください。

• ヒッチピン片側の8mm六角レンチは、カムシステムの締め付け・解除に使用できます。

• ラックを清潔に保つことで腐食を防ぎ、長年にわたり正常な動作を維持できます。

• ピボットハンドルは、ラック展開時のフットペダルとしても使用可能です。



警告

• 説明書に従い、適切な組み立て、取り付け、積載を行って下さい。

• 定期的に全てのボルトとネジの締まり具合を確認してください。

• 使用前にラックと車両ヒッチメンバーに異常が無いことを確認してください。

• ラックをオフロードで使用しないでください。

　- グラベルはオフロードとはみなされません。

• 本製品にヒッチエクステンダーを併用しないでください。

• レクリエーション用車両やトレーラーに本製品を使用しないでください。

• 本製品に雨風カバーやタープを併用しないでください。

• フロントタイヤフックはフロントフォークに一番近い部分に設置してください。

• 自動洗車機を通さないでください。

• 本製品にフロントタイヤ用自転車フェンダーを併用しないでください。

• フロントタイヤセーフティストラップは、荒れた地形を走行する場合、

　または35ポンド（約15.9kg）以上の自転車を積載する場合に使用してください。

ラックの高さを調整し、ラックの損傷を防ぐために、当社のHi-Lo Proアクセサリーの購入をご検討ください。

ラックに関するご質問や問題がございましたら、Küat Racks Japanまでお問い合わせください。



Kuat Racks 正規輸入総代理店

Kuat Racks Japan / (株)ABOVE

194-0003 東京都町田市小川2-28-21

info@abovebike.com

042-850-6050
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